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研究成果の概要（和文）：本研究は被差別部落の伝統的な門付け芸「阿波木偶箱廻し」とスペイ

ン・バスク地方の被差別民アゴテ出身の彫刻家・サビエル・サンチョテナの調査を主要な対象

として、伝統文化を現代化する営みを文化的コモンズの創造と呼び、それが地域社会の活性化

に与える影響を考察した。さらに文化的コモンズ創造の可能性を探るために、能楽にみる芸能

の現代化の試みや現代映画表現との関係、被差別部落と文化的背景が重なる現代南アジアの被

差別民ダリトとスラムにおける文化活動についても調査を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, for the purpose of examining the effects of how 
the attempts of modernizing traditional culture activate local society, I call these 
activities as a creation of cultural commons, I investigated activities of traditional 
strolling musicians and puppet players in Tokushima as an ex-outcast class in Japan, 
and a Spanish sculpture, Xabier Santxona, born as an outcast group in Basque, Spain and 
his cultural activities there. In addition, in order to demonstrate a very possibility 
of recreation of cultural commons, I advanced the study to examine an attempt of modern 
interpretation of Noh by a Noh player, contemporary Japanese films, and cultural 
activities by Dalit groups in South Asia, who share historical religious background with 
outcast groups in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)「阿波木偶箱廻し」について 
 1980 年代までの宮本常一、その後の沖浦和
光らの研究のあとを継承する格好となった
「阿波木偶箱廻しを復活する会」（現在は名

称を変更して「阿波木偶箱廻しを保存する
会」）は、1995 年に途絶しかかった門付け芸
を実践的に再現することで芸能・門付け研究
の様相を一変させた。本研究のスタート地点
はこの復活・再現の成果を地域文化に与える
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影響という観点から学的に整理し深化させ
ることにあった。 
(2)バスクの彫刻家・サビエル・サンチョテ
ナ 
 スペインの被差別民アゴテについては歴
史的に過去のこととして日本では紹介され
るのみであり、サンチョテナの作品はもちろ
ん、文化活動については、日本を含めて国際
社会ではほとんど知られていなかった。従っ
てその文化活動とその背景の紹介と評価が
必要であった。 
(3)文化創造と受容層の獲得についての研究 
 被差別民によって担われる伝統文化が、差
別や偏見を克服しながら地域社会に受容層
を獲得する際の条件やその過程にまで注目
し、これを比較文化論的な方法によって考察
する研究はこれまでほぼ皆無であった。 
 これらの条件を前進させることがこの研
究を進めるにあたっての問題意識であった。 
 
２．研究の目的 
(1)マイノリティによる地域コミュニティを
つなぐ文化的コモンズへの注目 
門付芸をおこなった阿波木偶箱廻し芸人

は被差別民（「猿牽」「掃除」身分）とバスク
のアゴテに共通しているのは、人種的宗教的
言語的な差異にもとづくマイノリティでは
なく、広義の意味でのケガレにかかわる職能
民であった。そこで本研究が対象とするふた
つの文化運動は、被差別マイノリティがその
出自を明らかにしつつ、マジョリティに呼び
かけてコミュニティの文化的紐帯を形成す
るという意味を有する。それはコモンズの形
成といいかえてもいい。つまりマイノリティ
による地域社会・地域コミュニティをつなぐ
文化的コモンズ創造の意義と可能性を分析
することが第一の目的であった。 
(2) 文化的コモンズ創造の方法論 

さらに、これらの文化的コモンズ創造が伝
統文化や習俗を通して社会に発信される際
には、その表現方法が問われる。この表現方
法を分析することが第二の目的であった。研
究対象としての文化活動の担い手たちはい
ずれも現代社会の文化に対する先鋭な問題
意識にもとづいており、再現・表現の方法に
対しても意識的であった。それは文化的コモ
ンズが有する〈知性〉に光を当てることであ
った。 
 
３．研究の方法 
(1)阿波木偶箱廻しについて 
門付芸を地域社会はどう受容したか、民間

神事が地域社会において有する意味を資料
収集と民俗調査にもとづいて明らかにする
こと。復活した箱廻しの門付に同行すること。
さらにかつての・現在の檀那・訪問のアンケ
ート調査を実施すること。 

(2)バスクの彫刻家・サビエル・サンチョテ
ナ 
サンチョテナの博物館での調査でのイン

タビュー調査、作品とその背景の調査。これ
には博物館の利用実態についての調査も含
まれる。また被差別民アゴテのかつての生業
の調査。そしてこうした文化活動がバスクの
文化状況に有している意味を考察すること。 
(3)伝統的芸能文化とその現代化の考察 
 同時に本研究をより普遍的な文脈に位置
づけるために、研究対象とかかわりのある能
楽研究・宗教思想・宗教芸能、さらに現代文
学（石牟礼道子など）・被差別民の文化に注
意を払ってきた映画作品（若松孝二など）に
ついても資料を収集し、考察の対象とした。 
 
４．研究成果 
(1)地域コミュニティをつなぐ文化的コモン
ズ研究としての成果 
 ①阿波木偶箱廻しについての調査ではそ
れが現在でもコミュニティ住民の文化的紐
帯を形成していることを確認した（その一部
は「阿波木偶箱廻し」調査・伝承推進実行委
員会編「四国における「三番叟まわし」「え
びすまわし」調査報告書――地域社会から見
た門付け芸能――」（2013 年 3 月）に反映さ
れている）。さらに②阿波箱廻し芸人の門付
範囲の解明についてはそれが関東地方にま
で及んでいることを確認した（雑誌論文①）。
さらに他の民間神事と比して、より柔軟な創
造性を有した芸態を有することが確認され
た（雑誌論文②、③）。同時に南アジアの被
差別民の文化との共通性としてコミュニテ
ィ間の紐帯であること、そのために伝統的な
表現方法に基本的に忠実であることが条件
であることが明らかとなった（学会発表②）。
このことは伝統文化の現代化とは必ずしも
表現方法の現代化・大衆化を意味しないとい
うことである。それはこうした文化が地域社
会の信仰体系と不可分に結びついているこ
とに起因している。 
 また③サビエル・サンチョテナの調査では
主要な作品の年代別分類をおこなった（雑誌
論文⑤）。それによってはじめて体系的に作
品世界の全貌を明らかにすることができた。
さらにインタビューと作品調査を通して地
域での学校教育に効果的な影響をもたらし
ていること、伝統社会の表現を踏まえること
で 、 来 た る べ き 社 会 を つ な ぐ 予 示
pre-figuration としての文化表現の方法論
が明らかになった。 
（2）文化的コモンズ研究の可能性 
 調査の過程で「文化的コモンズ」という研
究上の視角が意識されることになった。その
表現方法は多様であるが、地域社会にとって
より効果的なコモンズとは文化・習俗・信仰
体系と深く結びついていることが重要であ



ることが改めて確認された。それは逆にいえ
ば大衆化や商品化とは異なる方向性を維持
するほうが望ましいということである。また
その表現活動は、グローバリゼーションのも
とで周縁化されている地域社会や都市スラ
ムの住民に対して、文化的アイデンティティ
や表現方法の創造・付与のために効果的であ
ることが明らかになった。それは文化・習
俗・信仰体系に結び付いた小さなサークルの
積み重ねとつながりを重視するということ
である。こうして、二つの個別的な文化活動
調査研究を通して、より普遍的な概念と方法
論として文化的コモンズという枠組みを論
じることが可能になったといえよう。それは
文化の中心－周縁、現代－歴史的過去をつな
ぐためのツールとして、今後の地域研究およ
び文化研究において大きな成果が期待でき
るものと思われる。 

なお文化的コモンズの存在の条件を概念
図化すれば以下のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商品化・大衆化のベクトルで働くグローバ
リゼーションの力と、文化・習俗・信仰の体
系としてのローカル・エコノミーを表す上下
の力と、「阿波木偶箱廻し」のように伝統文
化を保持する作用と、サンチョテナの作品の
ようにこれを翻案する意匠。これらの力・意
匠を意識化することで文化的コモンズの領
域が形成されるのである。 
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